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日本応用心理学会第69回大会第1日に理事会，第

2日に総会が閃かれた。;常任理事会提出の原案は一

部修正のうえ，理事会においてすべて承認された。

また，引き続き行われた総会で、は，理事会承認事項

がすべて承認された。

日本応用心理学会2002年度理事会

日時 :2002年9月7日(土)11: 50 ~ 12 : 50 

場 所・東京富土大学高聞記念館2階大会議室

1 .開会の辞(荻野事務局長)

2 会長挨拶(岡村東京富士大学教授)

3 議長選出 岡村会長を選任。

4 報告事項

1) 事業報告

(1) 会員の奥野Jおよび会費納入状況について

(荻野事務局長)

2002年 9月 11"1現在の会員数は正会員

1044，名誉会員34，賛助会員4名。会費の過

年度未納者数延べ165名。

(2)委員会報告

機関誌編集委員会

(小野委員長)

高橋たまき委員長のご逝去により，委員長

を交代した。「応用心理学研究J28巻l号を9

月に刊行した。 2号を今年度内に刊行の予定

である。今後も 1年に 1巻2号の体制で刊行

を行う。機関誌の表紙を，デザインを変えず

に巻ごとに色を変える ことにした。

H 認定「応用心理士」認定審査委員会

(1河村委員長)

2001年度後期および2002年度前期の登録

者は 19名であった。

研修委員会企画の「研修会」の開催に伴い，

「応用心理士」認定制度規則の認定要件に 1

項を追加することを常任理事会に提案し，承

認された。そのため，この提案は本理事会の

審議事項となった。

認定「応用心型土J証明書 (カード)を

2002年度ーからプラスチックカードにする。

副 学会賞 ・奨励賞選考委員会 (越河委員長)

事務局だより

2002年度の学会賞・奨励賞受賞者は，委員

会による第 1次選考と常任理事会による第2

次選考の結果，以下の通りとなった。

学会賞 :尾入正哲氏

労働環境の改善に対する一連の

心理学的研究に対して

奨励賞 .篠原一光氏

運転者の注意の問題等に関する

.fVfヲEに対して

iv 学会史編集委員会

(村井委員長代理事務局長)

村井健祐委員長のご逝去のため.村井委

員長とともに「日本応用心理学会史」の編纂

に携わった鈴木祐子氏に引き続き補遺編集作

業を依頼し，会長，事務局長のもとで，補遺

刊行に向けて継続的に資料収集を行う。

v 国際交流委員会(長塚委員長)

第 25 回国際応m心理学会議 ( 7 月 7~12 日

シンガポール)に，本学会企画のシンポジウ

ム「日本における応用心理学研究，実践およ

び問題解決法 .その過去，現在および将来」

を行った。本学会からのメッセージの発信と

いう目的をある程度達しえた。

Vl シンポジウム委員会 (正旧委員長)

2002年2月21"1に，小野浩一氏の企闘によ

る「ロールプレイングの迎論と実際」という

テーマで公開シンポジウムを開催した。

Vll 広報委員会(林委員長)

ニュースレター No5，No6を発行した。応

用心理学会のホームページが充実した。

v出研修委員会(大塚委員長)

本大会で第1回研修会を開催。受講者には

受講証を発行する。

研修A: I作業疲労と安全の研究に携わった

経緯J(講師太田垣瑞一郎氏)。

研修B: I交通心理学におけるハザード知覚とリ

スクテイキンク"'J(講師 蓮花一巳氏)。

以倫理綱領、作成委員会(藤田委員)

日本応用心1史学会の倫理綱領の原案作成の

作業を進めている。次期理事会で綱領案を提



出する予定である。

2) 2001年度(第68[亘[)大会報告

(制1[江市!大会委員長)

資料に基づき大会の収支報告が行われた。

3) 日本心理学諸学会連合について(事務長j長)

昨年度の大会以降2回開催された連合理事会

の審議の内容と応用心底!学会の対応が報告され

た。

5 審議事頃

1) 会則改正について

外部の状況の変化に対応し.さまざまな事業

を継続的に推進していくためには， 1f[三で]盟事

長(会長)が交代する現行の会Wlでは困難をノ|ミ

じてきたため 1理事長の任期をl年か ら3年と

し，常任理事会から選出する。また，大会と片手書

校の代表者をその在任1:1唱11IJU事長とする」とい

う内容を骨子とする改正案が促出された。

審議の結果，内容の調整から来る文言の修i1日

の上，この案を承認した。 (新会則別掲)

2) 認定 1)ぶ用心JlI!二l二J認定制度規則第4条の改

正について

研究の機会の少ない会員に応月J心理士資絡取

得の道を!日!くために，認定 1)，L;m心理士」認定制

度規則第4 条に， 4項として ~応用心理学と |刻係

のあるJ[;'~で 3 年以上の経験を有し.本学会研修委

員会企由lの IjUf修会」に5[E_[以|ー参加した任。』を

加える案が提出され，承認された。(新規則日IJtfj)

3) 2001年度決算について

決算書通り示認された。

4) 2002年度予算について

原案通り承認された。

5) 名誉会員推薦について

常任理事会提案の，次の5氏を総会に推隠す

ることが承認された。(五十音1iI~，D

大塚I引泉氏 交通安全研究所

越河/三郎氏 松蔭』王子大学教授

島問俊秀氏鹿児島大学名誉教授

問中昌人氏 龍谷大学教育[li]発センター主任

TE [=E[ ][氏常磐大'学人[[¥1科学部教授

6) 事務局の業務委託について

学会の事務手続きの効率化.簡略化のために

国際文献印)j¥l]に事務の一部を業務委託すること

を承認した。
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7) 2004年度(第71[I:i[)大会開催校について

[ [本大学商学部(大会委員長嘉音[¥和夫教授)

が推薦され，承認された。

8) 新型事・l絡事について

復数の理事 ・li;日事の退任に伴い，新たにl.m事

10名.防毒H名が椛jj主され，承認された。

理事(五十音jl[W)

尾入TEt.tf氏 京都府立大学助教綬

嘉帝[¥平11夫氏 日本大学教授

鎌形みや子氏 株式会社日本経営総合研究所

や11旧信彦氏 :文教大学助教綬

針\~EI:I 紀生氏茨城大学教授

!好 正文氏 図上館大学教綬

|人l藤哲雄氏 信州大学教授

三戸秀樹氏 |共|間信i祉科学大学教J受

1") )-1一希宏氏 中京大学助教綬

山本寛氏 青山学院大学助教J受

li民事

高イ 1)(:一氏 東京詰上大学助教授

6. [刻会の畔(事務局長)

日本応用心理学会2002年度総会

円 11.']': 2002年9月8[[ ([ 1) 11: 50 ~ 12・50

場所東点富士大'亨2け館3階231教室

1. [片l会(荻野事務局長)

2 会長扶拶 (岡村東京軍上大学教授)

3 議長選出 |刊村会長を選任。

4. i[Q告事項

1) 事業報告

(1) 会員の異動および会費納入状況について

(荻野事務局長)

(2) 委員会報告

機関誌編集委員会

(小野委員長代理 事務局長)

H 認定「応用心地:二仁」認定審査委員会

([河村委員長)

山 学会賞・奨励賞選考委員会(越河委員長)

IV 学会史編集委員会(事務局長)

v 国際交流委員会(長塚委員長)

吋 シンポジウム委員会(正田委員長)

VII 広報委員会(林委員長)

viii 研修委員会(大塚委員長)

vx 倫理綱領作成委員会(藤問委員)
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2) 2001年度(第681豆1)大会報告

(出m江前大会委員長)

3) 日本心理学諸学会連合について(事務局長)

5. 審議事項

1) 会則改正について

理事会修正案通り承認。(新会則151J掲)

2) 認定「応用心理士」認定i!JIJ度規1~IJ第 4 条の改

正について

原案通り承認。(新規則別燭)

3) 2001年度決算について

決算書通り承認。

4) 2002年度予算について

原案通り承認。

5) 名誉会員推薦について

大塚I帯保氏，越tnJ六郎氏，烏間俊秀氏，Ef:I中昌人氏，

正岡亘氏(五十音)11画)の5氏を名誉会員として承認。

6) 事務局の業務委託について

国際文献印刷に事務の一部を業務委託するこ

とを承認。

7) 2004年度(第711互1)大会開何f校について

日本大学商学部(大会委員長嘉吉1¥和夫教授)

を承認。

8) 新理事・航事について

]]1事 10名，院事1名を承認。

理事 (五 1-音順 敬 称|略)

尾入正哲，嘉部和夫，鎌形みや子， 神田信彦，

鈴木1:1:1紀生，所正文，内藤哲雄. 三戸秀樹.

|向井希宏，山本寛

監事高石光一

6. 学会賞・奨励賞授与

岡村会長より.尾入正哲氏に学会賞，篠原一

光氏に奨励賞が授与された。

7. 2003年度(第70回)大会開催校挨拶

(流通科学大学 森下高治教授)

8. 2004年度(第71回)大会開催校校拶

(日本大学 嘉部和夫教授)

9. 閉会の百字(事務局長)

. I日本応用心埋学会会則J5:)IJ掲

-日本応用心理学会認定「応用心理士」認定制度に

関する規則別掲

-第68回大会決算報告 別掲

. 2001年度決算書 別褐

. 2002年度予算案別掲

日本応用心理学会会則

m 1条(名称) 本会は日本応用心理学会 (The]apan Association of Applied Psychology) と称する。

第 2条(目的) 本会は応月?心理学の研究の発展を促進し，隣接諸科学との交流を図り，もってわが国の文化と

福祉の向上発展に貢献することを目的とする。

~3 条(事業) 本会は前条の目的を達成するために下記の事業を行う。

(1) 応用心理学の研究に関する諸業務との連絡，新分野の開拓.会員のおiJ口増進

(2) 機関誌，その他の刊行物の編集および刊行

(3) 大会その他の必要な会合の開催

(4) 本学会認定 「応用心理士」の資絡認定

(5) 外部からの要請による斯学研究および応用業務の受託あるいは斡旋

(6) その他必要な事業

第 4条(会員) 本会の会員は，正会員，名誉会員，賛助会員，および学生会員とする。

本会に入会しようとする者は，正会員の推薦により所定の手続きを経て，常任理事会の承認を得るこ

ととする。

2 正会員の入会資絡は，次のiillりとする。

(1)四年制以上の大学で心理学およびその隣接分野を専攻した者

(2) 第1号に準じる者

正会員の会費は年額6，000p:jとする。
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3 名誉会員は本会の正会員又は正会員であった者で，本会のために著しい功績があった者であって，理

事会の議を経た上で，総会の承認を得た者とする。なお.名誉会員は会費を納める義務を有しない。

4 賛助会員は本会の事業に賛同し， 1111事会の承認を経て.所定の会費をもって本会の事業に財政的援助

をする者とする。

賛助会員の会費は， 主|二額 1万円以上とする。

5 学生会員は，四年iIiリ以上の大学で，心理学およびその隣接分野を専攻している 4年次以上の'字:tili在籍

中の学~j とする 。

学生会員である者が，正会員として入会を希望する場合は改めて入会の申請を必裂とする。

学生会員は，正会員の連名者として本学会大会の発表者となることができる。

学生会員は，正会員と同綴に機|共同士、，ニュース レター等の配布. 会務連絡を受ける ことができるが，

応用心理学研究掲載諸報告の連名古となることはできない。

また本会の業務に関する選挙権，被選挙権を有しない。

学生会員の会費は正会員の2分の lとする。

第 5条 (役員) 本会に次の役員を歯く 。理事長l名.日IJ理事長1名，国事若よ|名 11益事2名。

2 副理事長を除く役員の任期は3か年とし，fqn:を妨げない。

第 6条(理事長 .A¥IJ理事長) 理事長は常任理事の互選によりj立山される。

2 理事長は本会の業務を総理し， 本会を代表する。

3 雨IJ理事長は当該年度の大会当潜機関の代表白(大会準備委員長)がこれにあたる。ただし，Jill事長が

大会当証子機関の代表者なる場合は次期大会当議機関の代表者がこれにあたる。

副理事長の任期は，前期大会終 fの翌日から当該大会終 fの日までとする。

大会当喬機関は， 当該大会のliij々 年度総会において決定する。

4 副理事長は理事長を補佐し，Jll!事長に事故あるときはこれに代わる。

第 7条(型事 ・l比率) 理事及び酷率は総会において選出される。

2 埋事はl当!事長及び副国事長と共に理事会を構成し，本会の運営にあたる。

理事会は盟事長が召集する。

3 理事は互選により，常任理事若 |二名を選出する。常任JlI1事は理事長および副理事長と共に常任理事会

を構成し，迎事会の委託を受けて本会の運営を'，ljf;il寺担当する。

4 次期大会当番機関の代表者は前場lの規定にかかわらず，その在任中は常任理事に就任する。

5 '1益事は本会の会計 慌査の業務にあたる。

第 8条(事務局長) 事務局長は理事長の指名による。

2 事務局長は会の事務を統括する。

3 事務局長は第7条の規定にかかわらず その在任中は常任理事に就任する。

第 9条(事務局幹事) 本会事務の必要に J，~、じ ， 事務局に事務局幹事若干名を箇 く 。事務局幹事は会員の中か ら

理事長が委嘱する。

第 10条(委員会) 本会の目的達成のために必要あるときは 委員会を設けるこ とができる。委員会に関する規

則は別に定める。

第 11条(総会) 総会は年 11亙|開催の本会大会の II~J に j'JN く 。 ただし理事長において必要があると認めるときは l~tX

il寺総会を聞くことができる。

第12条(退会および除名) 会員が退会を希望する場合には，退会届けを提出しなければならない。

2 会員が不都合な行為をした場介は.理事会の議決によってこれを除名する ことができる。

所定の会費を一定期間以上納入しない会員については，'，¥jf;f千四!事会の誌を経て，退会させる ことができる。

第 13条 (事務局) 本会事務局を当分のI::'J，東京都小平市小川IIIT1-830 I~I 梅学園短期大学心理学科研究室

(電話 042-346-5622，FAX 042-349-7373) に前く 。
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2 事務局には， 事務局長，事務局幹事および局員若干名を置く。

第 14条(会則改正) この会則の改正は，総会に出席した正会員の3分の2以上の同意を必要とする。

付WJ1 本会則は平成12年9月91':1より実施する。

2 本会則は平成14年9月8日より改正施行する。ただし 新役員の就任は平成15年4月1日とする。

日本応用心理学会認定「応用心理土」認定制度に関する規則

1 .日本応用心理学会認定「応用心理士J認定制度規則

(趣旨)

第 1条日本応用心JM!学会 (以下 「本学会j という)は，本学会会則第3条第5号に基づき，本学会会員の専

門l伐としての資質の向上を図るため，本学会認定 「応用心理士」の認定の事業を行う。

2 前項の事業を行うため，その必袈な事項を，この規則に定める。

(認定審査委員会)

第 2条 前 条 第 1)質の認定に必要な審査を行う為 本学会に日本応用心迎学会認定 「応用心lill土」認定審査委

員会 (以下 「認定審査委員会」 という)を箇く。

2 riijl頁の認定審査委員会に|刻し，必要な事頃は， ))11に定める。

(認定)

第 3条認定は，認定審査委員会の議を経て，本学会会長が行う。

2 認定の手続きに閑し，必要な事項は.))11に定める。

(認定の要件)

第 4条 認 定は，本学会に入会後満2年を経過した者で，次の各号の一つに該当し.かつ本学会員の専門Ifi'iXと

しての資質があると認められた者について これを行うことができる。

(1) 学校教育に定められた大学において， 心理学専攻又はこれに準ずる学科を卒業した者(学位授与

機梢の審査により学士の学位を授与された者も含む)。

(2) 本学会機関誌「応用心理学研究」にl件以上の研究論文を発表した者，又は本学会の年次大会に

おいて2件以上の研究発表をした者。

(3) 認定審査委員会が応月!心理学と関係があると認めた専門職で 3年以上の経験を有する者。

(4) 応用心理学と関係があるl織で3年以上の経験を有し，本学会研修委員会企画の「研修会」に 5回

以上参加した者。

(認定の失効及び取消)

第 5条認定を受けた者が，本学会会則第12条前段により退会したときは，その認定は効力を失う。

2 認定を受けた者で，本学会会員IJ第 12条後段に定める行為がry'Jらかになったときは， 本学会会長は。

その認定を取り消すことができる。

(経理)

第 6条この事業に関する経胆!は，当分のI'M'J.本学会事務局が行う。

(改正)

第 7条 この規則の改正は，本学会運営委員会の議を経て，総会で行う。

付~!IJ 1 この規則は， 平成51:1三9月111:1から実施する。

2 平成14主|ニ9月8E'1より一部改正実施する。
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日本応用心理学会第68回大会決算報告書 2002. 1. 31 
於居手県立大乍

収入 文 1:1:¥

摘要 金傾 j'l~j ~ iノ、z、 ψ1i1'i

大会参加賀 1，224，000 印刷費 1，263，325 
----------------ー・ーーーーーーーーーー・ーーー・・・・・・・・・ーー・----・・・・・・・------ーー--・----------・ー--ー--司ー---司ーーーーーーー --------------

(内訳)正会員(予約) 5，000X141 705，000 (内訳) プログラム (X2，000) 451，500 

疋会員(当 日) 5，500X 36 198，000 論文集(X400) 700，000 

院生(予約) 2，000X 40 80，000 大会封筒長3(x 1，000) 12，600 

院生(当 日) 2，000X 4 8，000 大会経費振替え用紙(X1，500) 11，025 

学生(予約) 1，000X 1 1，000 大会中し込み用紙 (X1，500) 37，800 

臨時会員(一般) 5，000X 34 170，000 大会案内第l弓通知 (X1，500) 36，225 

臨H寺会員 2，000X 31 62，000 返信用封筒 l云3(x 1，500) 14.175 

(学生・院生) 通信費 一ー一ー予見4，}f?旦ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーー
発表vf 5，000X 168 840，000 (内訳) l'号通信郵送(料金別納) 148，820 

プログラム代金 500X 1 500 2~考通信郵送(料金別納) 233，940 

論文集代金 314，500 論文集j差料 (3401工JX 300部) 102，000 
---------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー"ーー・ー・・・・ -・・・・ーーーーーーーーー
(内訳)個人(予約) 5，000X 39 195，000 父通費 694，306 

ーーー，ーーーー---骨---ーーー・・・・・・ーー・・・ー・ーーー・--ーー・ーーーー--・ー-ーー
個人(当日以降) 5，500X 19 104，500 招待講演講師・通訳者交通・旅費 537，438 

機関 6，000X 2 12，000 シンポジス 卜交通・旅費 156，868 

写真掲載料 500X 6 3，000 謝金 1，047，385 
ーーーーーーーー-----・ーーーーーーー・・・ーーーーーーーーー・ーーー ーー-ーーーーーーーーーーー

懇親会代金 579，000 招待誠演講師・通訳者交通・旅費 150，000 
曲ーーーーーーーー咽ーー・・・・・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー----ー -・・・・・・・・ーーーーー
(内訳) 一般(予約) 6，000X 47 282，000 シンポジス 卜謝礼 74，000 

一般(当日) 6，500X 33 214，500 記念品代 119，385 

|涜生・学生(予約) 3，000X 10 30，000 人件目(アルバイト代) 704，000 

|涜 ~Iミ ・ 学生 (当日) 3，500X 15 52，500 懇親会費 753，922 
ーーーーーーーーー--ーー・ー・・・・・ーーー----ーーーー ーーーーーーー ーー・・・・・・・・ーー--

広告褐11衣料 ~49，99_Q 懇親会貨 696，172 

A4半1) 20，000X 8 160，000 懇親会行きパス運賃 57，750 

A5半1) 1O，000X 8 80，000 会合費 50，000 

学会本部より補助金 700，000 消耗品 256，379 

国際応用心理学会議記念基金助成 340，000 

岩手県学術研究娠興財団助成 500，000 

寄付金(内海j晃先生より) 50，000 大会運営費 237，923 

メE入I 呈ロ1- 4，788，000 合計 4，788，000 

院査の結果，上記の収支が適正であることを認めます。

2002年1月31日

岩手県立大学社会福祉学部教授菊 池 章夫

以上の通り，ご報告いたします。 ⑮ 

2002年 1月31日

日本応用心理学会第68大会構備委員長 細江 迷 自I1

@ 
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日本応用心理学会2001年度決算

4又 入

項 目 実行額

会費 5，589，000 

過年度分 55X6000 330，000 

本年度分 5，259，000 

876X6000+ 1 X3000 

賛助会費 60，000 

「応用心理士」関係 笠生盟E
審査料 (12名) 120，000 

認定料 (10;G，) 300，000 

寄付金 。
雑収入 325，676 

名簿作成積立金取り崩し 1，000，000 

計 7，394，676 

前年度繰越金総額 4，351，915 

名簿作成積立金 。
特別企画積立金 700，000 

前年度純繰越金 3，651，915 

Z仁L1 11，746，591 

以上の通り相違ありません。

2002年7月26日

予算額

5，460，000 

240，000 

5，220，000 

60，000 

主盟盟
250，000 

720，000 

。
200，000 

1，000，000 

7，690，000 

4，351，915 。
700，000 

3，651，915 

12，041，915 

支 出

項 日 実行額 予 算 額

第68回大会補助費 700，000 700，000 

学会賞・奨励賞 60，000 60，000 

心理学諸学会連合 45，000 45，000 

シンポジウム ・講演費 185，246 400，000 

「応用心理士」関係経費 155，837 970，000 

委員会活動費 坐主710 900，000 

学会史編集委員会 。 50，000 

機関誌編集委員会 43，463 250，000 

学会賞・奨励賞選考委員会 2，079 50，000 

シンポジウム委員会 81，651 100，000 

国際交流委員会 228，407 200，000 

広報委員会 5，440 100，000 

研修委員会 122，670 150，000 

印刷費 1，655，124 3，400，000 

機関誌 757，900 2，000，000 

広報関係 99，750 200，000 

その他(名簿他) 797，474 1，200，000 

通信費 笠生盟2 堕生型企
機関誌郵送費 96，725 240，000 

広報関係郵送費 86，640 200，000 

その他(名簿他) 338，725 420，000 

常任理事交通費 504，420 800，000 

アルバイト費 1，117，800 1，400，000 

事務局費 481，201 700，000 

予備費 。306，915 

計 5，910，428 10，541，915 

次年度繰越金総額 5，836，163 1，500，000 

名簿作成積立金 500，000 300，000 

特別企画積立金 1，500，000 1，200，000 

次年度純繰越金 3，836，163 。
lIコL 11，746，591 12，041，915 

監査委員 山本 寛⑮

監査委員 藤森 立男 ⑮
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日本応用心理学会2002年度予算

収 入 支 !上l

1頁 |ヨ 予算'[ 'fí~i 前年度決算傾 i負 I~I 予算 額 前年度決算紅!

会費 5，400，000 5，589，000 第69回大会補助費 700，000 700，000 

過主!二度分 ( 40名) 240，000 330，000 学会賞 ・奨励賞 100，000 60，000 

本年度分 (860名) 5，160000 5，259，000 心理学諸学会連合 45，000 45，000 

シンポジウム・講演費 500，000 185，246 

賛助会費 60，000 60，000 「応用心理士」関係経費 420，000 155，837 

「応用心理士」関係 虫色盟2 主笠迎。 委員会活動費 1，350，000 坐主豆2
'審査料 (17名) 170，000 120，000 学会史編集委員会 100，000 。I

認定料 (151:，) 450，000 300，000 機関誌編集委員会 200，000 

学会賞・奨励賞選考委員会 50，000 2，079 

寄付金 。 。シンポジウム委員会 100，000 81，651 

国際交流委員会 400，000 228，407 

雑収入 250，000 325，676 広報委員会 100，000 5，440 

研修委員会 200，000 122，670 

名簿作成績立金取り崩し 。 1，000，000 倫理綱領作成委員会 200，000 。

特別企画筏立金取り崩し 300，000 0 印刷費 2，300，000 1，655，124 

機関誌 1，800，000 757，900 

広報関係 200，000 99，750 

その他 300，000 797，474 

通信費 800.000 旦L盟2
機関誌郵i差費 250，000 96，725 

広報関係郵送費 200，000 86，640 

その他 350，000 338，725 

常任理事交通費 800，000 504，420 

アルバイト費 1，200，000 1，117，800 

事務局費 700，000 481，201 

国際応心補助金 400，000 。
予備費 351，163 。

6，630，000 7，394，676 9，666，163 5，910，428 

前年度繰越金総額 5，536，163 4，351，915 次年度繰経金総額 2，500，000 5，836，163 

名簿作成積立金 500，000 。名簿作成積立金 1，000，000 500，000 

特別企画積立金 1，200，000 700，000 特別企画積立金 1，500，000 1，500，000 

前年度純繰越金 3，836，163 3，651，915 次年度純繰越金 。3，836，163 

il=L 1 12，166，163 11.746.591 11コ』 12，166，163 11，746，591 
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日本応用心理学会常任理事会議事録

2002年度第 1回常任理事会

日時 2002年4月201':1(土) 1 3:30~15:30 

場 所 ・東京富士大学本館1階第2会議室

出席者・ |河村・森下・稲毛・戸子容・荻野・小野・垣本・

越河・旧中 ・長塚 ・馬場・林・福原・藤田・正旧

事務局(神旺1， 岩田，藤j頼、)

報告事項

1.高橋たまき先生ご逝去について(荻野事務局長)

去る4月11日，現常任理事 ・機関誌編集委員会

委員長の高橋先生が亡くなられた。

2. 2002年度(第69回)大会について(岡村理事長)

今大会は次のような点でこれまでの大会と異な

る。①ポスタ一発表を加えたロ②研修会を実施す

る。③総会を第21:1目に行う。④論文集を大会前

に作成する。

3.委員会報告

1) 機関誌編集委員会 (越河委員)

今後のことについて，本日の編集委員会で検

討する。当面の問題については越河委員が対応

している。

2) 国際交流委員会(長塚委員長)

日AP25巨1(シンガポール)大会について

① 第 25回国際応用心理学会でのシンポジウ

ムについて， 3月241=1学士会館でシンポジウ

ム関係者f6名で会合を持ち，それぞれの準備

状況を確認した。 6月に事前のリハーサルを

行う予定である。

② 同大会終了後，東京で海外の研究者に講演

を依頼する件については，スケジュール等の

把握が難しく情勢は流動的である。

3) 倫理綱領作成委員会(問中委員長)

① 倫理綱領に関わる資料を収集している。今

後それらの内容の分析と検討を行う。

② 本学会の倫理綱領作成の方向性として以下

の点が挙がっている。

他学会のようにコンパク 卜化した書面とし

て作成する。さらにそれを詳しく説明したも

のを含むことが必要である。綴々な事例を挙

げ参照できるようにする。

③ 作業を効果的に推進し提案するために委員

会メンバーを追加したい。

4) 広報委員会 (浮谷委員)

① ニュースレター第5号ができた。第6号は

6月下旬に発行予定である。

② ホームページが充実してきた。

5) 認定「応用心理土」審査委員会(岡村委員長)

前期受付期間は5月末までである。

6) 研修委員会(岡村委員)

第69回大会で研修会を行う。

4 その他(事務局長)

1) 2002年版の会員名簿を刊行。全会員に発送

した。

2) 外部から求人が来ることがあり，対象が認定

応用心理士に限定されるような場合は，ホーム

ページを通じて会員に広報することとしたい。

3) 非会員の連名発表はできないかとの問い合わ

せがある。(今後の検討課題とすることになる。)

4) 大学評価・学位授与機構から評価委員の推薦

依頼あった。(理事に資料を送付し希望者があ

れば推薦することとなった。)

5) 第68回大会決算報告に誤りが見つかったた

め開催校から修正版が送られてきた。

審議事項

1.会則改正について

前回の常任理事会で指摘された諸点を踏まえ，

主として第6条にかかわる，役員の任期，職務，

理事長，高IJ理事長の選出方法の改正を主とする健

案がなされた。審議の上，以下のような変更を行

うことを承認した。なお，理事の選出方法につい

ては今後検討していくことを確認した。

主な変更点は以下の通りである。

① 理事長は常任埋事の互選により選出される。

② 高IJ理事長は大会当番機関の代表者(大会準備

委員長)がこれに当たる。ただし，理事長が当

該年度大会当番機関の代表者となる場合は，次

期大会当番機関の代表者がこれに当たる。

③ 大会当番機関は当該年度の前々年度総会にお

いて決定することを会則に盛り込む。

2 機関誌編集委員会委員長選出

高橋委員長のご逝去に伴い新たに委員長を選出

する提案がなされ，編集委員会に一任することと

なった。

3 倫理綱領作成委員の 1名増員について



浮谷常任四!事に決定した。なお， この委員会の

任期は，総会において中間報告を行い，その次点

で明確化することを確認した。

4.新入会員審査

正会員として 19名の入会を承認した。

2002年度第2回常任理事会

日時 2002年6月15日(土)13: 00 ~ 16: 00 

場 所東京富士大学本館1階第2会議室

出席者 岡村 ・森下 ・稲毛 .i!if谷 ・荻野 ・小野 ・越河 ・

坂野 ・旧中・長塚 ・馬場 ・j飯田 ・福原 ・.if旧・

八木

事務局 (神田 ・岩田 ・藤瀬)

報告事項

1. 2002年度(第69回)大会について

(岡村大会準備委員長)

現時点における申し込み状況寄与について報告。

2. 委員会報告

1) 認定「応用心理士」審査委員会 (1河村委員長)

① 前期は6名の申請があり全員を合格とした。

② 認定委員会で研修会との関係を検討。資絡

取得者対象と，申請資絡条件に満たない人を

対象とし，後者については5回以上の参加|で

申請資絡を得る事などを検討した。常任Ul1事

会に提案する予定である。

2) 国際交流委員会(長塚委員長)

4月20日に委員会を開催し以下の点を討議した。

① 国際応用心理学会にあわせて外国の研究二酋

を招料し講演会を行うことを検討して きた

が，対象となる研究者の都合がつかないこと，

大会プログラムが未だ入手できず参加者を把

握できないので，今年度は見送りとすること

とした。

② 国際応用心理学会議で， 1:1本応用心理学

会企画のシンポジウムに出席する 6名(うち

1名は非会員)に，参加にあたって補助金を

準備したい。本日，委員会を開催し上記補

助金の傾について話し合った。会員につい

ては費用の 3分の 1， ~ Iミ会員については 2 分

の1程度の補助を適当と考える。(これにつ

いては予算案の審議に加えて検討する事と

なった。)
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3) 倫理綱領作成委員会 (IJ:I中委員長)

本 1=1，委員会を開催し，以下の点を検討した。

今回は応用心理学会の倫理綱領作成にとどめ，

応用心理士の倫理綱領についてはその後のこと

とする。

日本心埋学会等の倫理綱領を参考にした上

で，コンパク 卜なものを作る。1:1本心思学会等

の倫理綱領は個人の問題を基本にしているが，

応用心理学会では集団についても考慮する。

情報告:迎はプライパシーだけでなく，研究方

法や研究のプロセスの透明性を考慮する。

他学会のルール等を参考にし，倫理Iの研鍛を

助言していく。国連では人権についてどう守っ

ていくかということが打ち出されているので取

り入れていく。

国際応用心~虫学会の状況も調べ参考にする。

次回は各メンバーが具体案を作成し持ち笥'り

検討を行い，総会H寺には具体的挺案を行いたい。

3. 心理学諸学会連合からの照会事項について

(事務局長)

連合から基礎資格の筆記試験に関する!照会事

項が来ているので， @:I答内容について審議した

o
 

l
 

p
し
v

審議事項

1. 機関誌編集委員長選出および機関誌発行方針に

ついて

編集委員会より， 4月20日の委員会で小野委員

を選出したとの報告があり.これを承認した。(任

期は前委員長の残任期間である 2003年3月31日

までとする。)

また，5月2日の委員会で投稿論文処耳目状況.

編集体制及び2002年度の発行について話し合っ

た結果，特に， 1巻 2号体制は3号分遅れがある

が，これを切り捨て 2002年度から新たに l巻2号

を発行していくとの提案がなされ，これを承認し

た。

2. 2001年度決算について

2001年度決算について事務局長から資料に基づ

いて説明が行われ，決算書通り承認された。

3. 2002年度予算について

2002年度予算 (案)について事務局長か ら資料

に基づき説明が行われ，以下の点を修正の上. 承
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認された。

①「国際応心助成金」を「国際応心補助金」に名

称変更し，予算微を 100，000P:J減額し 400，000

円とする。

②「学会賞 ・奨励賞」の予算額を 60，000P:Jから

100，000円に噌傾し.各賞50，000P:Jとする。

③ これらの変更を予備費で、調印lする。

④ 「国際応心補助金」の記載位置を予備費の

上に移動する。

4. 学会賞 ・奨励賞第2次選考

締め切りの 6月5日までに同日とも推薦がな

かったので，推薦期限を次回常任理事会まで延期

し.次回候補者を推薦したいとの促案がなされ了

承された。

5. 2004年度開催校について

日本大学商学部(代表嘉昔日和夫氏)で検討を

行ってもらっており，同大学事務局の承諾を待っ

て決定することとなった。

6 次期理事選出について

① 常任理事から推薦のあった候補i者16名か

ら以下の 10名を新rm事として，11:，を院事と

して選出した(敬称111首)。

理事鎌形みや子 ・嘉部和夫 ・LLJ本寛 ・

三戸秀樹 ・仲間信彦 ・鈴木由紀生 ・

所 正文 ・内藤哲雌・向井希宏 ・

尾入正哲

l益事 :高石光一

② 次期理事の選出に関連して，以下の議論が

あった。

理事候補者推薦について入会年次に関する

基準も必要である。理事候補者推薦について

何らかの基準を検討する必要がある。1人で、

復数の候補者の推薦を行うのは問題であり，

複数推薦をする場合は.どの候補者を優先す

るかを推薦者がl列維にする必要がある。

7 心理学諸学会連合からの照会事項について

日心連基礎資格のあり方について，各学会が基

li遊資絡の筆記試験及び基i陛資格をどのように位置

づけるか，筆記試験費用及び問題作成委員の分担

についてどう考えるかが問われた件について資料

に基づいて荻野事務局長から説明があり，審議を

行ったが結論がでず継続審議となった。

審議に当り， 以下のような意見が出された。

日本心ijJ.学会の認定心理士は各大学のカ リキュ

ラムに介入してくる可能性があり 筆記試験に一

本化するのが望ましい。医療心理士が制度化され

ることは心理学界全体に関わる問題であり，早急

に対策を立てる必要がある。医療心理士制度を阻

止していくためには試験制度を作るしかないであ

ろう。なぜなら行政から学界が一本化しているこ

とが重要であると指摘されており，今後対抗して

いくためには一本化した上で代替案があることを

示すべきである。

8 次期事務局について

現在次期事務局を引き受けてくれる機関が決

まっていないが，事務業務を外部に委託すること

によ って，引き受けやすくすることを考えてい

る。事務代行を行っている業者の一つから見積も

りをと ったが機関誌の印刷も含め現行よりもかな

り安い費用となっている。 以上のような事務局長

の説明があり，当該業者の信頼性をMa認し再審議

することとなった。

9 名誉会員推薦

審議の結果，以下の5氏を名誉会員に推隠する

こととなった(敬称111&)。

日1"1"昌人 ・大塚|専保 .jI田 亘 ・島田俊秀 ・

越河六1'111

10. 新入会員審査

正会員として31名の入会を承認した。

11 新役員選出手順について

岡市l理事長より，新役員選出の日程案(以下の

通り)が示され，承認された。

1) 9月7・8日の型事会と総会に会則改正案を促

出し，同意を得る。

2) 会 ~! IJ l次正成立後，新理事 ・院事を選出する。

ただし現役員は2003年3月末日までは現行

の会買IJに則って行う。

3) 10 ~ 11 J=Jに新理事の互選により常任理事を

選出する。

4) 12 月 ~ 1 月に新常任理事の互選により理事長

を選出する。

5) 2003 fl::4月に新役員就任。

6) 2003年4月に新理事長は各委員会委員長を選

I:t¥する。



2002年度第3回常任理事会

日 H寺:2002年8月2日(土)13: 00 ~ 16: 00 

場 所.東京富士大学本館l階第2会議室

出席者.岡村 ・森下 ・浮谷 ・|大Jt毎・大久保 ・大塚 ・

荻野・小野 ・越河 ・坂野・長塚 ・馬場 ・

林 ・稿!京・松浦 ・八木

事務局(岩田)

報告事項

1. 2002年度(第69回)大会について

(岡本l大会準備委員長)

8月14EIにはプログラムおよび論文集を発足す

る予定である。研究発表は 106件(ポスタ一発表

18件)となった。理事会を 1日目，総会を21:1日

とした。研修会を l日目午後に配置した。公開シ

ンポジウムは3件となる。

2. 委員会報告

1) 機関誌編集委員会(小野委員長)

28巻1号ができあがった。現在，審査中論文は

4編。巻ごとに表紙の色を変えることとする。

2) 認定「応)羽心理士」資格審査委員会

(岡村委員長)

今後，認定証明書をプラスティックカードと

する。既認定者については，希望者についてプ

ラスティックカードに変更する。

3) 国際交流委員会(長塚委員長)

2002年7月7日から 12日までシンガポールに

おいて開催された第 25回国際応用心理学会議

において日本応用心理学会企画シンポジウム

「日本における応用心理学研究， 実践および問

題解決法・その過去，現在および、将来」を行い，

成功裡に終わった。

なお，匡|際応用心理学会議は4年ごとにある

が，同会議でのシンポジウムを恒例化したらど

うかとの意見も出された。

4) 学会賞 ・奨励賞委員会 (j@gri可委員長)

学会賞，奨励賞について般騰があったので学

会賞 ・奨励賞委員会で候補者を絞った。

5) 広報委員会(林委員長)

ニュースレター6号を6月末に発行した。

次号は学会会則改訂の特集として 10月の発

行を予定している。

6) 研修委員会(大塚委員長)
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第 11Eil研修会を第69@大会に組み込み，.A旧

J])出 A 自1I氏と蓮花一己氏を講師にお願いし実施

することとなった。受講者には受講詞明書を発

行する。

2 事務局報告

理事 ・l獄事および名誉会員の承諾の可否の問い

合わせを行ったところ J1日正1名の辞退があった

が他は全員示諾された。なお， 12月末日を以っ

て70歳以上になられる理事には，紘一統承諾の問

い合わせを行わなかった。この点については審議

を行う予定である。

審議事項

1. 2001年度決算の訂正について

事務局長より， 111*昨日査委員の指摘で雑収入が

数円少なく計算されていることが判明したためそ

の部分を修正した決算を永認願いたいと再提案が

なされ承認された。

2. 2002年度予算の修正について

事務局長より I応nJ心迎士」関係経費として.

前|亘1200，000円で予算案の承認を得たが， 1百1+'j委

員長から認定証のケース作成のために 420，0001]J

に場傾を要請されたため変更したい，補額分につ

いては予備費を減額することで対応する旨の説明

があり健案通り修正が承認された。また，学会

賞 ・奨励賞を 60，000円か ら100，000円に地傾し，

国際応心補助金を 500，000円から 400，0001'Jに減額

すること，および、今回の変更により予備費が351，163

円となることが確認された。

3 学会i.':1・ ・奨励賞第2次選考

越河委員長より，学会賞奨励賞委員会での第 1

次選考の結果が報告され.第2次選考を行い，提

案通り承認された。

学会賞尾入正哲氏京都府立大学福祉社会学

部助教授

奨励賞篠原一光氏 大阪大学人間科学部助手

4.次期理事について

1) 70歳以上の会員は理事として再任しないこ

とを承認した。

2) 辞退のあった理事の 1名については今回は補

充しないことを承認した。

5. 2004年度(第71回)大会開催校について

日本大学商学部(準備委員長嘉部和夫教授)
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を2004年度(第71回)大会開催校として承認した。

6 心理学諸学会連合への回答について

常任理事より，文書による意見聴取を行い，そ

れを集約し，連合の理事である理事長，事務局長

が回答することを承認した。

7. 認定 「応用心理士」認定制度規則第4条の改訂

について

岡村認定審査委員会委員長より，従来の要件を

満たせない会員のために，認定 「応用心理士」資

格取得のための道を開くことを目的とし I応用心

型士J認定制度規則第4条に4J貨として『応用心理

学と関係のある職で3年以上の経験を有し，本学

会研修委員会企画の「研修会Jに5巨|以上参加し

た者。』を加えること，さらにこれに関係して付則

に2項として「平成14年9月81"1より一部改正実施

する。」を加える提案がなされ，承認された。

8. 次期事務局について

事務局長より，次のような説明がなされた。次

期事務局の引受先がなかなか決まらない理由のー

っとして，事務量の多さがあると考えられる。事

務の効率化と簡素化を行い引受先を決めるために

事務の一部を外部委託することが考えられるの

で，学会事務センターと国際文献印刷から見積り

をとった。その結果，国際文献印刷は費用の点で

現状とさほど変わらない'傾が提示された。上記の

結果を踏まえ，国際文献印刷に業務委託したいと

の提案がなされ，承認された。

9. 認定「応用心理土」事務局移転について

新体制の動向により検討することになった。

10.新入会員審査

正会員 7名の入会を承認， 2名については再審

査となった。

11.機関誌 ・大会発表論文集の電子化および権利委

託について

事務局長より，以下の説明があった。メテオ・

インターゲートという会社から機関誌，大会発表

論文集の電子化の依頼があった。プリントアウト

され利用された場合その費用の 10%が応用心理

学会の収入となる。すでに学術著作権協会とも同

憾の権利委託を行っているがこれについても契約

更新の要望が寄せられている。

阿件について審議し，承認された。

12. 2003年度(第70回)大会日程他について

① 森 下準備委員長より，第70回大会を 2003

年度9月51:1 (金)・6日(土)の両日とするこ

とが提案され，承認された。

② 大会への名誉会員こ、招待の利二

従来，大会および懇親会はご招待で，発表

の場合のみ費用をいただいていたが，今大会

では発表費も免除し，参加の場合は論文集を

差 し上げる(予稿集となったため)ことが永

認された。


